
会 議 記 録 

 

会 議 名 称 平成２８年度 第３回文化財審議委員会 

開 催 日 時 平成２９年１月２０日（金）午後２時から午後４時１５分まで 

開 催 場 所 
現地調査（加古川町大野常楽寺、八幡町上西条上村池遺跡）、 

教育委員室 

出 席 者 

 

＜委員＞ 

茂渡俊慶委員長、金子哲副委員長、魚津知克委員、岡田功委員、 

上月昭信委員、友久伸子委員、藤原喜美子委員 

（東野アドリアナ委員は欠席） 

＜事務局＞ 

田渕教育長、日浦教育指導部長、谷池教育指導部次長、 

(文化財調査研究センター)梶浦所長、宮本副所長 

会 議 次 第 １ 開会 

２ 現地調査及び視察 

(1) 常楽寺（加古川町大野） 

① 石造十三重塔調査 

② 県指定文化財石造宝塔１基及び五輪塔２基視察 

(2) 上村池遺跡（八幡町上西条）発掘調査現場視察 

３ 議事 

・ 委員長あいさつ 

・ 教育長あいさつ 

(1) 市指定有形文化財指定申請に係る審議について 

(2) 「加古川市文化財指定基準」案の確認について 

４ その他 

５ 閉会 

 

内 容 

１  開会  

２ 現地調査 

及び視察 

(1) 常楽寺（加古川町大野） 

① 石造十三重塔調査 

② 県指定文化財石造宝塔１基及び五輪塔２基視察 

(2) 上村池遺跡（八幡町上西条）発掘調査現場視察 

３  議事 

 

 

 

・ 委員長あいさつ 

・ 教育長あいさつ 

(1) 市指定有形文化財指定申請に係る審議について 

加古川市指定有形文化財指定申請のあった加古川町大野に所在す 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る常楽寺の「石造十三重塔」について、前回の審議を踏まえ、現地調 

査を実施し、指定理由書案を参考に内容を確認した。 

この会議に先立っての事務局の調査、及び本日の文化財審議委員会 

による調査から、高さの修正、塔身の種子の修正、銘文面の確認、指 

定理由書の年号の誤記修正、並びに文観の説明内容を充実した表現に 

書き直すこととし、「この石造十三重塔は、一部の欠失はあるものの、 

意匠的に優秀で、歴史的価値が高く、加古川地域の特色である鎌倉時 

代末期の優れた石造品群の中で典型となる貴重なものである。」とし 

て、出席委員全員の賛成で「市指定文化財に指定するよう推薦するこ 

と」を議決した。 

(2) 「加古川市文化財指定基準」案の確認について 

   事務局から、加古川市文化財の保護に関する条例施行規則第 20 条 

  に別に定めるとされている「加古川市文化財指定基準」が未だ定めら 

れていないため、国、他市の事例を参考に作成した案の確認依頼を、 

文化財審議委員会に求めた。 

これに対して、「これまでに指定した文化財がこのの基準に合致す 

ること」「他市の事例」「古文書の項目並びに案文もすべて該当する 

こと」についての確認があり、１月 20日の時点での了承を得た。た 

だし、念のため、今後２月 28日まで委員の意見を待って、意見があ 

った場合は、参考にすることとなった。 

４ その他 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 文化財に係る報告及び連絡について 

① 文化財防火デー鶴林寺消防訓練の予定について 

   １月 22日(日)に実施予定の消防訓練について、委員長から説明 

があった。 

② 兵庫県指定文化財「本岡家住宅」屋根小修理について 

県指定文化財の小修理について、12 月１日から開始し 12 月 28 

日までに終了したことについて、事務局から報告があった。 

③ 普及事業の実施報告について（事務局から報告があった。） 

ア 文化財講座について 

11 月５日、19日、12 月３日の３回の講演会を実施し、延 207 

人の参加があった。 

イ 本岡家住宅秋の特別公開について 

11 月 24 日から 30日までのうち 11月 28 日(月)を除く６日間、 

本岡家住宅の特別公開を実施し、延 168 人の参加があった。 

 ④ その他 

  ア 中道子山城跡について 

     委員から、市内の史跡についての質問があり、続いて史跡では 

ない中道子山城跡が重要な山城跡であることの説明があり、佐用 

町の利神城の例を挙げ、史跡指定を考えるべきであることの意見 



があった。 

このことに関連して、別の委員から、置塩城や三木城の事例の 

    紹介があった。また、中道子山城跡について、電波等設置工事な 

どのため、しだいに遺構が無くなってしまうことの危惧があるこ 

とから、指定にすることもひとつの考えであるという意見があっ 

た。 

その他、中道子山城跡が傷つくことを懸念していること、国史 

    跡に押し上げていきたい、という発言などがあった。 

イ 事務連絡 

３月に第４回文化財審議委員会を開催予定で、内容は、平成 29 

・30 年度を中心に策定を行う計画である加古川市歴史文化基本構 

想についての説明及び協力依頼等であることの連絡があった。 

５  閉会 ・副委員長あいさつ 

 


